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第 1章 2020 年度 会館の主な取組 
 

新型コロナウィルスに翻弄された年でした。国内外で感染が拡大し、ものものしい緊張感の中で新年度

が始まりました。4 月の 2 週目には首都圏に緊急事態宣言が発出され、大学はキャンパスを閉鎖。授業が

オンラインに切り替わり、学生たちは部屋にこもりがちになりました。例年100人を超える入居者がホー

ルに集まって賑やかに開かれる新入居者歓迎会も、3 密を避けるため断念せざるを得ませんでした。国際

学生会館創設以来、初めてのことでした。 

異国の地で未知のウィルスに対峙する日々は、留学生にとって大きなストレスとなりました。その上、

飲食店が休業しアルバイトを失った学生も少なくありませんでした。5 月に行った緊急オンラインアンケ

ートに、「気持ちが落ち込む」と回答した学生が半数を超えたほか、「経済的に厳しい」学生は6割に及び

ました。登録ボランティアの皆さんに食料品の提供を呼び掛けたところ、多くの寄付が届けられました。

「留学を断念しないでください」と応援してくださる皆さんの優しさ、温かさに支えられました。 

感染防止のため、友人を会館に招くことや入居者同士が集まって飲食することを禁止しました。そんな

不自由な生活を送る学生たちを、職員が「てるてる坊主コンテスト」などを開いて励ましました。 

授業が一斉にオンラインに切り替わったことでWi-Fi へのアクセスが集中し、パソコンの動きが遅くな

る、画面が固まるなど、想定外の障害が発生しました。そこで、オンライン試験、奨学金申請や就職活動

のオンライン面接などを受ける学生たちが、接続状況の安定している 4F 研修室などを使えるよう配慮し

ました。 

１ 総務関係 

（1）入退館業務 

  入国審査が厳しくなったことで、入居事務にも大きな影響が出ました。春休みに帰省したまま日本

に戻れなくなった留学生が、4 月 1 日時点で 2 桁に上ったのです。世界各地に散っている学生たちと

メールで連絡を取り合い、来日時期の確認や、入居前の自主隔離への協力などを求めました。最終的

に入居予定者全員が揃ったのは11月のことでした。 

この年から横浜市大の交換留学生用の部屋を 5 室増やして 25 室にしましたが、2020 年度の交換留

学が停止したため、確保していた部屋の多くが空室となりました。さらに、呼び寄せる予定の家族が

入国できなかったために、10室ある家族室のうち4室が埋まらないという異例の年でした。 

（2）建物設備の維持管理 

潮田地区センター専用エレベーター及び共用エレベーターの更新工事が行われました。これにより、

横浜市建築局が 2018 年度から 3 か年計画で進めていた潮田交流プラザエレベーター更新工事が完了

し、国際学生会館専用エレベーターを含む4基全てのエレベーターが新しい安全基準に適合しました。 

所管の教育委員会事務局では、竣工後 26 年が経過し故障や機能低下の目立つ学生会館の居室のエ

アコン及び冷蔵庫を、この年から 3 か年計画で順次更新することを決めました。初年度は各 40 台が

更新されました。エアコン内部に付着した汚れは通常の清掃で落とせないため、38台を専門業者に依

頼して清掃しました。また、コロナ禍で臨時宿泊室の利用がほとんどなかったので、この機会に壁紙

貼替や特別清掃を実施しました。 

（3）危機管理対策 

  4 月に予定していた避難訓練は、新型コロナウィルスの感染拡大を受けて12月に延期して実施しま

した。また、災害発生時に安否確認が速やかにできるよう、メールの送受信訓練を2度行いました 
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２ 自主事業関係 

（1）国際理解事業 

   出前授業の申込みは前年度の半数以下でしたが、市内で感染拡大が進んだため、このうち3校への

出講を直前に断念しました。マスクを着けての出前授業は初めての経験でしたが、児童生徒とコロナ

禍でできる精一杯の交流を楽しみました。オンライン授業は実現しませんでしたが、一部の学校との

事打合せをオンラインで行いました。先生が留学生の授業を学生会館で収録し、学校に持ち帰って上

映するという新たな取組もありました。 

留学生と 1 対 1 で会話する「オンライン会話サロン」を新設し、英語、中国語、韓国朝鮮語、ベト

ナム語の申込みがありました。1月からは「オンライングループ英会話」も開講しました。 

母国文化を紹介する講座では、オーストリアとブータンの留学生がマスクを着けた上で飛散防止シ

ート越しに発表しましたが、来場者と心温まる時間を過ごすことができました。このほか、ベトナム、

韓国、イランの留学生が鶴見図書館や鶴見区内の地区センターで講座を行いました。 

（2）地域貢献事業 

「潮田交流プラザ秋まつり」を始め、地域行事が軒並み中止となる中、小学校で行われた地域防災

拠点開設・運営訓練には留学生が職員とともに参加し、地域防災の担い手としての意識を高めました。 

（3）留学生支援事業 

学生会館で対面の日本語指導を続けるボランティアの皆さんのために、スタッフが手製の飛沫防止

パネルを用意しました。「オンライン会議システム練習会＆情報交換会」で留学生の生活状況を説明す

ると、有志の皆さんが学生たちを散策に連れ出してくださいました。ホームビジット事業を休止せざ

るを得ない状況下で、新しい形の交流が生まれました。 

ボランティアの方々から提供された食料品と、活動停止中の地域の子ども食堂から持ち込まれた消

費期限の迫った食品、外部団体からの提供品などを4回に分けて入居者に配給しました。支援物資に

添えられた日本語/英語の応援メッセージも留学生を元気づけました。 

月 1 回のレジデントアシスタントミーティングと留学生会ミーティングをオンラインで開きまし

た。入国できずに海外にいる学生も参加できるという、オンラインならではの利点に気づきました。 

新しい生活様式に慣れるにつれ、学生たちはオンラインビンゴ大会や星空映画会、花火、スポーツ

DAY などアイデアを出し合って親睦イベントを開き、友達の輪を広げていきました。最後まで一堂に

会することはできませんでしたが、3 月のオンライン送別会ではボランティアの皆さんとともに一年

をスライドショーで振り返り、事前収録した歌や踊り、リアルタイムでの楽器演奏を楽しみました。 

（4）行政施策への参画・協力 

「ヨコハマ・カナガワ留学生就職促進プログラム」がスタートして4年目となるこの年、新型コロ

ナウィルスの影響で従来型の就職活動が様変わりしました。インターンシップの機会や大規模会場で

の合同会社説明会が減り、面接の多くがオンラインになりました。交通費の節約につながった半面、

留学生は慣れない画面越しの面接に戸惑いました。学生会館では横浜国大・横浜市大の留学生就職コ

ーディネーターと連携し、ボランティアの皆さんの協力を得て、きめ細かなサポートを続けました。 

（5）広報事業 

季刊紙『よこはま地球村』、ホームページ、行政の広報紙、地域情報紙を活用して情報を発信しまし

た。また、コロナ禍における留学生活の実情を伝えるために『留学生レポート2020』を発行しました。 

入居希望者向けに開いているオープンハウスをこの年は見送り、代わりに職員と入居者が協力して

国際学生会館のPRビデオ（日本語版・英語版）を自作し、ホームページで公開しました。 
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第２章 事務事業体系図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 宿泊施設の提供 

(1)留学生等の入退館業務 

 

○予算、決算 

○人事、労務 

○入退館業務（入居審査会等） 

○臨時宿泊施設の提供 

○研修室、ホール等の貸出 

○入居者の生活相談及び利便品の貸出 

○建物設備の保守、点検、修繕 

○入居者を対象とした防災訓練 

○24 時間有人による保安警備 

○夜間通訳ボランティア 

○留学生による出前授業 
○語学講座 
○文化講座 
○交流会、研究発表会等 
○ホームビジット事業 

○潮田交流プラザ防災訓練 

○津波発生時における避難場所の管理運営 

○地域防災拠点における開設訓練等 
○地域主催のイベントへの参加 
○潮田交流プラザ秋まつりの開催 

○チュータープログラム説明会・交流会 
○留学生へのチューター紹介 
○チュータースキルアップ研修の開催 
○就職セミナー等の開催 
○退館者を対象とした生活相談会 
○留学生会、OBOG会支援 
○館長コミュニケーションタイム等 

3 建物設備等の維持管理 

(1)日常管理・保守点検 

(2)長寿命化・省エネ・IT関係 

(1)児童生徒国際理解事業 

(2)市民文化交流事業 

(1)災害対策 

(2)地域イベント等への参画 

(1)留学生への日本語支援

災害対策 

(2)就職・生活相談支援 

(3)留学生会、OBOG会支援 

自
主
事
業
関
係 

３ 留学生支援事業 

１ 国際理解事業 

２ 地域貢献事業 

総
務
関
係 

５ 広報事業 

○「よこはま地球村」の発行 
○HP、FB による情報発信、管理運営 
○マスコミ、ミニコミ紙等を活用した情報提供 
○メーリングリストを活用した情報発信 

1 庶務・労務・経理 

 

(1)広報誌の発行 

(2)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞによる情報発信 

(3)その他 

4 危機管理 

 

(2)臨時宿泊室の提供 

(1)入居者対象の防災訓練 

(2)保安警備 

４ 行政施策への協力 
○横浜市留学生就職ｻﾎﾟｰﾄ事業への参画 
○介護人材育成支援 
○インタビュー、モニタリングへの協力 

(1)行政事業への参画、協力 
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第 3章 会館の概要     

 

◇設立目的  横浜市内の大学等に通う留学生等に対して宿泊施設を提供するとともに、さまざま

な交流事業を通して市民の国際理解の増進に寄与することを目的としています。 

◇名  称   横浜市国際学生会館 

◇所在地等  〒230-0048 横浜市鶴見区本町通 4 丁目 171 番地の 23 

              Tel 045-507-0121  Fax 045-507-2441  http://yoke.or.jp/yish/ 

◇設 置 者  横浜市 

 ◇開 設 日  1994（平成 6）年 5 月 1 日 

 ◇運営主体  公益財団法人横浜市国際交流協会が第 4 期指定管理者として管理運営を行っています。 

 ◇施設概要  建物概要：鉄骨・鉄筋コンクリート造、 地下 2 階地上 13 階建 

         総称名「潮田交流プラザ」 

1 階 潮田地域ケアプラザ、2 階 潮田地区センターとの複合施設 

        学生会館部分施設概要：3 階～13 階／延床面積 6,969.22 ㎡ 

         3・4 階  事務室、ロビー、ホール、研修室、ラウンジ、音楽室、談話室、学習室 

         5～13 階  宿泊室、洗濯室、図書室、倉庫 

 

 宿泊施設  
横浜市内の大学・大学院・専修学校等に通う留学生や、市内研究機関等で研究するために来日する

海外の研究者に宿泊施設を提供しています。また、ＯＢＯＧや入居者の親族等が宿泊できる臨時宿

泊室もあります。 

                          

 

 

 研修室・ホール  
 国際交流や異文化理解を目的とする会合や催しに利用できます。 

研修室 2 室（定員 38 人・18 人）/ 3 階ホール（定員 80 人） 

・2020 年度貸出実績 研修室  139 件/ 3 階ホール  148 件        

 

 学習室・ラウンジ  
4 階に、書籍を閲覧できる学習室とラウンジがあります。   

 

 生活利便性の提供  
 全館に Wi‐Fi が整備されています。入居者は自転車、掃除機、スポーツ用具などを借りられるほか、

3 階ロビーで新聞を閲覧したり、4 階音楽室で楽器の練習ができます。   

宿泊室種類 室 数 定 員 

   

単身室  （18 ㎡） 95 95 

家族室  （38 ㎡） 10 20 

研究者室 （38 ㎡） 5 10 

臨時宿泊室（18 ㎡）  5 10 

合 計 115 室 135 人 

 

 

4 階ラウンジと学習室 

2020 年度利用実績 

単身/家族室・研究者室 

・27か国・地域  113人 

・占有率 65% 

（交換留学生用の空室を除く） 

臨時宿泊室 

・占有率6.2% / 114泊 
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第 4章 総務関係 

 
１ 宿泊施設の提供 
 

(1) 留学生の入退館業務  

2020 年 4月の入居者は、26 か国･地域の 93 人（留学生 82人、レジデントアシスタント 7人、

研究者 4人。新型コロナウィルスの感染が世界的に拡大し、母国に帰省したまま日本に戻れなく

なっていたものを含む）でした。この年、横浜市大の交換留学生の優先枠を前年の 20 室から 25

室に増やしたため、単身室の募集数が 38 室に減り（留学生 34 室、ＲＡ4室、家族室 4室）、倍

率は 0.9 倍（応募総数 40人）でした。 

年度途中に空室が生じ、専門学校から紹介を受けた学生が入居したので、専門学校生が増加

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度入居状況  4 月 1 日現在 

家族室の子供を含む入居者の総数

は、日本に戻れず海外に留まっていた

ものを入れて、4月時点で 108 人でし

た。 

 内訳は、大学院生 49人、学部生 32

人、専門学校生 9人、研究者 3人で、

大学院生が過半数を占めました。 

学校別では多い順に、横浜国立大学

36 人（38%）、横浜市立大学 19 人（20%）、

慶応大学 10 人（9%）でした。 
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≪満足度調査≫ 

退館者及び延長者に対し無記名での満足度調査を行い（集計数 93）、結果は全てにおいて高評価

でした。築後 26 年が経過し建物全体に劣化がみられるようになってきたため、計画的に修繕し長

寿命化を図っています。こうした補修、修繕要望への迅速な対応も、入居者から評価されました。 

・住み心地：     100％ 

・スタッフ対応： 100％ 

・安心・安全：   98％ 

・施設設備：   97％ 

 

 

(2) 臨時宿泊室の提供  

会館には、入居者の親族や友人、あるいはＯＢＯＧが来たときに利用できる臨時宿泊室が 

5部屋用意されていますが、新型コロナウィルスの影響を受けた2020年度の稼働率は 6.2％（114

泊）で、前年度比 58% 減でした。 
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２ 危機管理  
  

（1）消防避難訓練                              

4 月に予定していた潮田交流プラザ消防訓練は、コロナ禍により延期となりました。そこで、7

月にレジデントアシスタントを集めて学生会館の消防設備、避難経路を説明し、水害対策として備

蓄している土嚢の置場やその設置方法を教えました。 

消防訓練は 12月に行いました。潮田地域ケアプラザ、潮田地区センターの職員を含む総勢 40人

が参加。消防署の指導の下マスク着用とアルコール消毒を徹底し、密を避けながら、火災避難訓練

及び水消火器による初期消火訓練を実施しました。 

      

  

    

 

（2）安否確認訓練 

全入居者のメールアドレスを登録したメーリングリストを活用し、災害発生時の安否確認メール

の送受信訓練を行いました。 

第 1回（6月 23日）返信率： 87.5％（84返信／96送信） 

第 2回（1月 20日）返信率： 76％（58返信／76送信） 

    

（3）通訳ボランティア制度 

留学生活で最も不安なことの一つが、病気やけがです。2020 年度は、職員が英語/日本語で 11件

の医療関係の相談に乗りました。 

夜間や休館日に日本語を話せない留学生が体調を崩しても対応できるよう、入居者による通訳ボ

ランティア制度がありますが、この年は、夜間の緊急対応が１件

ありました。 

 ・通訳ボランティア登録者：12人 

7 月の訓練（レジデントアシスタント 8人参加） 12 月の訓練（学生 16人参加） 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.cmpfracture.com/img/page/byouin01.gif&imgrefurl=http://www.cmpfracture.com/all/&docid=_QPU5sgWp6BHUM&tbnid=qbSsshBePpsqwM:&w=206&h=136&bih=517&biw=993&ved=0ahUKEwi6lrOmivnMAhWBMJQKHddBB14QxiAIAg&iact=c&ictx=1
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第 5章 自主事業関係 

 

１  国際理解事業 
 

(1)  児童生徒国際理解事業 
 

ア 留学生による出前授業 

留学生が小・中学校へ出かけて、母国の文化（挨拶の言葉、遊び、民族衣装等）を紹介しま

した。高等学校では、日本で生活する外国人の苦労や問題点について留学生の立場から話をし、

多文化共生社会について考えました。 

 

≪出講実績≫ 

・実施期間：9月 25 日～12 月 18 日 

・参加者：児童・生徒 492 人、留学生 延べ 8人 

・出講校数：延べ 5校 14クラス（小学校 3校、中学校 1 校、高校 1校） 

・先生の満足度：100％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ グローバル人材の育成 

中高生と英語で交流するイングリッシュカ

ンバセーションラウンジに、3か国の留学生が

オンライン会議システムを使って参加しまし

た。 

 

・実施期間：9月 3日～2021 年 2 月 25 日 

・参 加 者：日本人学生等 延べ 260 人 

留学生 延べ 39人 

・先生の満足度：100％ 

民族衣装を試着 
韓国と日本の小学校生活を比較しました 
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(2)  市民文化交流事業 

ア 国際理解講座、交流会・研究発表会 

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、主催講座の多くをオンラインに切り替えて開催しま

した。文化講座 2講座は対面で行いましたが、マンツーマンの会話サロン 40 講座とグループ英

会話 3講座はオンラインで実施しました。このほか 4講座を地区センター、鶴見図書館と共催で

開きました。 

新型コロナウィルスの影響で、4講座、2交流会は中止となりました。 

 

・講座数：49講座（実施） 

・参加者：市民等 154 人、留学生 64 人 

・受講者の満足度：事業名の後の（ ）内に％で示しました。 

 

イ  ホームビジット 

2020年度は新型コロナウィルスのため、夏期、春期とも中止しました。 

実施日 講 座 名 

5 月 9日～7月 11 日 留学生をかこむ英会話サロン AM/PM ※新型コロナで中止 

5 月 9日～7月 11 日 留学生をかこむイタリア語サロン AM ※新型コロナで中止 

7 月 横浜上海友好委員会との交流会 ※新型コロナで中止 

8 月 1日 
留学生による文化講座 

「オーストリア～サウンドオブミュージックの国から～」（100％） 

8 月 4日～9月 15 日 

 

 

 

夏期限定オンライン会話サロン 

（英語・韓国朝鮮語・中国語 100％） 

9 月 26 日（土） 
国際学生会館の留学生に学ぶ 

「咲いているハス～急速に変化しているベトナム～」＠潮田地区センター 

10 月 24 日～12月 26 日 秋期オンライン会話サロン（英語 100％） 

2021 年 1月 16 日 

～3 月 16 日 
オンライングループ英会話（土曜中級・火曜中級/上級 63％) 

1 月 30 日・31日 

2 月 7日 
図書館で旅行気分～多文化理解教室「ベトナム/韓国/イラン」＠鶴見図書館 

1 月 31 日 図書館で旅行気分～多文化理解教室「韓国」＠鶴見図書館 

2 月 3日～3月 26 日 冬期オンライン会話サロン（英語・中国語・ベトナム語 100％） 

2 月 20 日 留学生による文化講座「ブータンの心豊かな暮らし」（93％）  

通年 民族衣装貸し出し（3件） 

留学生と遊ぼう！ 

英会話サロン 
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２ 地域貢献事業 

 

（1）災害対策 

例年春と冬に、潮田交流プラザ三施設合同で防災訓練を行っていますが、春は新型コロナウィル

スの影響で中止しました。学生会館ではレジデントアシスタントを対象に独自の訓練を行ったほ

か、自治会主催の地域防災拠点開設訓練に職員１名と留学生 5名が参加しました。 

防災訓練の詳細は、第 4章 総務関係 2 危機管理 に掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）地域イベント等への参画/参加 

潮田地区の 5連合自治会と協働で開催している潮田交流プラザ秋まつりを、2020 年度は新型コ

ロナウィルスの影響で中止しました。 

また、地域行事（潮田神社祭礼の神輿渡御、潮田西部地区連合盆踊り大会、潮田西部地区大運動

会、本町四丁目自治会もちつき大会）や、鶴見警察署による武道始式等もすべて中止となりまし

た。  

 

 

 

 

 

地域防災拠点開設訓練＠汐入小学校 
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３ 留学生支援事業 

  

（1） 留学生への日本語支援 

マンツーマンの日本語レッスンを希望す

る留学生に、ボランティアチューターを紹

介していますが、2020 年度前半は、新型コ

ロナウィルスの影響で、新規のマッチング

を控えました。後半から、感染症対策をし

て再開。オンラインレッスンも一部に取り

入れました。 

また、例年行っているチューターを対象

とした研修会・懇親会は中止とし、代わりに

オンラインによる情報交換会を行いました。

コロナ禍でも行える支援として、ボランティ

アによる自主事業を 2回行いました。  

 

・チューター登録者：60人 

・マッチング件数：7件 

・マッチング成立率：100％ 

・講座・交流会参加者：市民等 18人、留学生 16人 

 

実施日 内  容 

5 月～2021 年 1月 留学生とチューターを随時マッチング 

10 月 6 日 
第 1 回日本語チューターボランティア 

オンライン会議システム練習会＆情報交換会 

10 月 10 日 
第 2 回日本語チューターボランティア 

オンライン会議システム練習会＆情報交換会  

12 月 13 日 ［ボランティア自主事業］秋の庭園を歩こう！ ＠三溪園 

2021 年 3月 25 日 ［ボランティア自主事業］三ツ池公園お花見ツアー＠三ツ池公園 

 

 

 

（2） 就職・生活相談支援 

 4-5 月に「外国人留学生のための就職セミナー」を対面/オンラインで 4回開きました。7月

には横浜国大・横浜市大の外国人留学生就職支援コーディネーターと連携し、オンラインセミ

ナー「先輩留学生に学ぶ日本での就活」を開催しました。このほか、国際学生会館の就職支援

ボランティアが中心となり「留学生のための就職個別相談」を通年で行いました。 

コロナ禍における入居者の生活状況を把握するためオンラインアンケートを実施し、結果を

基に登録ボランティアに食糧支援を呼び掛けました。外部団体からも食糧が寄せられ、提供さ

れた多くの食品や生活雑貨を 4回に分けて入居者に配給しました。 

 

・講座参加者（5回の合計）：留学生 延べ 14 人、ボランティア等 延べ 18人 

・相談会参加者（192 回の合計）：留学生 延べ 210 人、ボランティア等 延べ 207 人 

 

 

ボランティア自主事業 

「秋の庭園を歩こう！」 
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実施日 内  容 

4 月 3日～2021 年 3月 30 日 留学生のための就職個別相談(対面/オンライン) 

4 月 25 日、5月 23 日・24 日、5

月 31 日 
外国人留学生のための就職セミナー(対面/オンライン) 

5 月 21 日～27日 入居者オンラインアンケート 

7 月 4日 オンラインセミナー「先輩留学生に学ぶ日本での就活」 

5 月 5日、6月 23 日、12月 16 日 

2021 年 3月 6日 
入居者への支援物資配給 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 留学生会・OBOG 会支援 

≪留学生会支援≫ 

月例の留学生会のミーティング（YRA ミーティング）とレ

ジデントアシスタントのミーティング（RAミーティング）

を開き、入居者と職員との情報交換、意見交換の場としま

した。 

留学生会は独自に自主企画イベントを実施したほか、学

生会館との共催で送別会を開催しました。また、コロナ禍

において留学生の精神的支援につなげるために、＜YISH 

CLUB＞と銘打ち、少人数での活動を行いました。 

 

・YRA ミーティング、RAミーティング: 24 回 

・参加者：416 人 

 

 

 

 

 

※「YRA(留学生会)」は、入居者が会員になっている親睦組織。 

※「RA(レジデントアシスタント)」は、日本国籍または日本永住権を持つ外国籍の学生。 

職員と協力して学生会館の運営にあたる役割を担っています。 

実施日 内  容 

毎月第 3火曜日 YRA ミーティング（11 回） 

毎月第 1火曜日 RA ミーティング（13 回） 

入居者への支援物資の配給 

YRA ミーティングの告知ポスター 
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・留学生会と学生会館との共催事業：5回/参加者：132 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・留学生会自主事業：11回 

・参加者：230 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪OBOG 会支援≫ 

新型コロナウィルスのため「ベアーズのつどい」

（OBOG 会）は中止しましたが、OBOG はオンラインで

開催した「留学生のための就職個別相談会」「外国人

留学生のための就職セミナー」「先輩留学生に学ぶ日

本での就活」に参加して、後輩留学生にアドバイス

をしました（p12）。 

このほかオンラインで OBにインタビューした内容

を、季刊紙『よこはま地球村 107 号』の紙面で「OB

わくわくインタビュー 激動の 2020 年を語る」とし

て紹介しました。 

 

 

・留学生の就職支援に協力した OBOG：延べ 15 人 

・『よこはま地球村 107 号』のオンラインインタビューに協力した OBOG：3人 

実施日 内  容 

6 月 12 日-7 月 4 日 [YISH CLUB]てるてる坊主コンテスト 

6 月 21 日・28日 [YISH CLUB]あみぐるみワークショップ 

7 月 18 日 [YISH CLUB]鶴見をサンポしよう！ 

8 月 14 日-28 日 [YISH CLUB]クイズに答えよう！ 

2021 年 3月 6日 YISH Online Farewell Party（送別会） 

実施日 内  容 

5 月 30 日 オンラインビンゴ大会 

7 月 22 日 星空映画会 

8 月 21 日 ストレッチエクササイズ 

9 月 15 日 塗り絵コンテスト 

9 月 27 日 花火 

10 月 30 日 ハロウィンパーティ 

11 月 29 日 オンラインパーティ 

12 月 20 日 オンライン BINGO 大会 

2021 年 1月 30 日 オンライン PARTY with 寿司 

2 月 23 日 Sports Day 

3 月 19 日 Movie Event 

[留学生会自主事業]花火 

OB インタビュー記事 

[YISH CLUB]鶴見をサンポしよう！  
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４ 行政施策への協力 

 

「ヨコハマ・カナガワ留学生就職促進プログラム」がスタートして 4年目となりました。国際学生

会館は、登録ボランティアの協力をいただいてこのプログラムに参画することを求められています。 

7 月に横浜国大・横浜市大の留学生就職支援コーディネーターと連携してオンラインセミナー「先輩

留学生に学ぶ日本での就活」を開催したほか、ボランティアが中心となって「外国人留学生のための

就職セミナー（4-5 月）」「就職個別相談（通年）」を行い、きめ細かなサポートを続けました（p12）。 

 
 屋台 
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５ 広報事業 

 

(1) 独自媒体を使った広報 

ア 『よこはま地球村』の発行 

季刊紙『よこはま地球村』を発行しました。 

・発行日：夏号（6月１日）、秋号（9月 1日) 

冬号（12月 1 日)、春号（3月 1日） 

・体 裁：A3 二つ折一色刷 

・発行部数：各号 3,650 部 

イ 『留学生レポート 2020』の発行 

11 か国の留学生が、コロナ禍の中での留学生活の現状と、母

国の感染拡大状況及び政府の対策について書いたレポートを冊

子にまとめました。入居者のほか、国際学生会館登録ボランテ

ィアなど関係者に配布しました。 

ウ  PR ビデオ（日本語版・英語版）の制作 

例年、新入居者募集時期に 3回にわたり開催していたオ

ープンハウスを、新型コロナウィルス感染拡大防止のため

に中止しました。代わりに国際学生会館 PRビデオを制作

してホームページ上で公開し、入居申請者の獲得につなげ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ホームページ・フェイスブックによる情報発信（日本語・英語） 

学生会館の開催するイベント情報や留学生の日常生活の様子を、ホームページやフェイ

スブックで随時発信しました。 

 

 
（2） 外部媒体を使った広報 

『広報よこはま鶴見区版』、鶴見区民活動センター発行の『あぶりお』、全国紙、地方紙、

専門情報紙、ミニコミ紙などあらゆる媒体を使ってイベント参加者や入居者を募集しました。 

書道に挑戦！ 

『よこはま地球村 107 号』 

PR ビデオの撮影 『留学生レポート 2020』表紙 
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第 6章 イベントカレンダー 
(2020 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日) 

 
 
2020 年 4 月～6月のイベント・行事 
 

開 催 日 事  業  名 

4 月 

1 日(水)～4 日(土) 入居期間 

3 日（金） 
～2021 年 3 月 30 日（火） 

外国人留学生のための就職個別相談 

4 日(土） 新入居者オリエンテーション 

7 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

25 日(土) 第 1 回外国人留学生のための就職セミナー 

5 月 

5 日(火） 入居者への支援物資の配給 1回目 

12 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

20 日(水） ［留学生会］月例ミーティング 

21 日(木）～27日(水） 入居者オンラインアンケート 

23 日(土） 第 2回外国人留学生のための就職セミナー 

24 日(日） 第 3回外国人留学生のための就職セミナー 

28（木）～6月 15 日（月） 登録ボランティアのみなさんに寄付の呼びかけ 

30 日(土） [留学生会自主事業]オンラインビンゴ大会 

31 日(日） 第 4回外国人留学生のための就職セミナー 

6 月 

1 日(月) 『2019 度横浜市国際学生会館報告書』発行 

1 日(月） ニュースレター『よこはま地球村 104 号』発行 

2 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

12日（金）～7月 4日（土） [YISH CLUB]てるてる坊主コンテスト 

17 日(水） ［留学生会］月例ミーティング  

21 日(日）・28日(日） [YISH CLUB]あみぐるみワークショップ 

23 日(火） 防災訓練：第１回安否確認メール送受信訓練 

23 日(火） 入居者への支援物資の配給 2回目 

25 日(木） 第 1回潮田交流プラザ秋まつり実行委員会 

 

 

2020 年 7 月～9月のイベント・行事 
 

  7 月 

4 日(土） 先輩留学生に学ぶ日本での就活 

7 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

15 日(水) ［留学生会］月例ミーティング  
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18 日(土) 防災訓練：レジデントアシスタント対象 

18 日(土） [YISH CLUB]鶴見をサンポしよう！ 

 22 日(水） [留学生会自主事業]星空映画会 

8 月 

1 日(土) 
留学生による文化講座 

「オーストリア～サウンドオブミュージックの国から～」 

4 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

4 日(火）～9月 15 日
(火) 

夏期限定オンライン会話サロン（英語/韓国朝鮮語/中国語） 

14 日(金）～28日(金） [YISH CLUB]クイズに答えよう！ 

19 日(水) ［留学生会］月例ミーティング 

20 日(木）～10月 YISH PR 動画制作 

21 日(金） 
[留学生会自主事業] 

Why don’t you stretch?（ストレッチエクササイズ） 

9 月 

1 日(火） ニュースレター『よこはま地球村 105 号』発行 

1 日(火） ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

3 日(木）               
～2021 年 2 月 25 日
(木） 

鶴見大学附属中学校・高等学校 English Conversation Lounge
（2、3 学期） 

15 日(火） 『留学生レポート 2020』発行 

15 日(火） [留学生会自主事業]塗り絵コンテスト 

16 日(水） ［留学生会］月例ミーティング 

25 日(金) [出前授業]クラーク記念国際高等学校 

26 日(土） 
国際学生会館の留学生に学ぶ 
「咲いているハス～急速に変化しているベトナム～ 

＠寺尾地区センター 

27 日(日） [留学生会自主事業]花火 

 

2019 年 10 月～12 月のイベント・行事 
 

10 月 
 

6 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

6 日(火） 
第 1回日本語チューターボランティア 
 オンライン会議システム練習会＆情報交換会 

10 日(土） ［レジデントアシスタント］臨時ミーティング 

10 日(土） 
第 2回日本語チューターボランティア 
 オンライン会議システム練習会＆情報交換会 

12 日(月） [出前授業]矢向小学校 

21 日(水） ［留学生会］月例ミーティング  

24 日(土）      
～12 月 26 日(土） 

秋期オンライン会話サロン（英語） 

30 日(金） [留学生会自主事業]ハロウィンパーティ 
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11 月 

5 日(木) [出前授業]新吉田小学校 

8 日(日） 防災訓練：地域防災拠点開設訓練＠汐入小学校 

10 日(火） ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

18 日(水） ［留学生会］月例ミーティング 

20 日(金） 
YOKE 日本語リーフレット 
『つながるよこはま にほんごコミュニケーション 2021 1 月号』 
インタビュー協力 

29 日(日）  [留学生会自主事業]オンラインパーティ 

12 月 

1 日(火） ニュースレター「よこはま地球村 106 号」発行 

1 日(火） 2021 年度入居者募集案内配布開始 

1 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

8 日(火） [出前授業]今宿南小学校 

13 日(日） [ボランティア自主事業]秋の庭園を歩こう！＠三溪園 

15 日(火） 防災訓練：潮田交流プラザ三施設合同火災避難防災訓練 

16 日(水） ［留学生会］月例ミーティング 

16 日(水） 入居者への支援物資の配給 3回目 

20 日(日） [留学生会自主事業]オンライン BINGO 大会 

23 日(水)・27 日(土） OB インタビュー  

 

2021 年 1 月～3月のイベント・行事 
 

1 月 
 

4 日(月)～31 日(日） 2021 年度入居申請書類受付 

8 日(金） [出前授業]金沢中学校（事前収録） 

12 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

12 日(火） 第 1回退館者説明会 

16 日(土）      
～2021 年 3 月 13 日
(土） 

冬期オンライングループ英会話（土曜中級） 

19 日(火）      
～2021 年 3 月 16 日
(火） 

冬期オンライングループ英会話（火曜中級） 

19 日(火）      
～2021 年 3 月 16 日
(火） 

冬期オンライングループ英会話（火曜上級） 

20 日(水) ［留学生会］月例ミーティング 

20 日(月） 防災訓練：第 2回安否確認メールの送受信訓練 

30 日(土）・31日(日) 
・2 月 7 日(日) 

図書館で旅行気分～多文化理解教室 
「ベトナム/韓国/イラン」＠鶴見図書館 

30 日(土) [留学生会自主事業]オンライン PARTY with 寿司 

2 月 
1 日(月） 入居面談(レジデントアシスタント申請者) 

2 日(火） ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 
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3 日(水）       
～2021 年 3 月 26(金） 

冬期オンライン会話サロン（英語/中国語/ベトナム語） 

5 日(金） 2021 年度入居審査会 

15 日(月） 第 2回退館者説明会 

17 日(水) ［留学生会］月例ミーティング 

20 日(土） 留学生による文化講座「ブータンの心豊かな暮らし」 

26 日(金） 第 1回入居契約説明会 

23 日(火） [留学生会自主事業]Sports Day 

3 月 

1 日(月) ニュースレター『よこはま地球村 107 号』発行 

1 日(月) 第 2 回入居契約説明会 

2 日(火) ［レジデントアシスタント］ 月例ミーティング 

3 日(水） 横浜市政策局調整課「大学との連携取組に関する調査」協力 

3 日(水） 第 3回退館者説明会 

6 日(土） YISH ONLINE Farewell Party（送別会） 

6 日(土） 入居者への支援物資の配給 4回目 

8 日(月) 第 3 回入居契約説明会 

17 日(水) ［留学生会］月例ミーティング 

19 日(金) [留学生会自主事業]Movie Event 

25 日(木） [ボランティア自主事業]三ツ池公園お花見ツアー 

 



予算額 決算額 備　考

35,696 35,696 RAアルバイト代を除く

収 2,725 2,725

57,135 59,984

入

項 95,556 98,405

800 119

目 0 140

3,600 2,762

102 718 利子及びその他

4,502 3,739

100,058 102,144

人件費 35,696 35,944

事業費 2,725 1,675 講師謝金含む

6,335 4,315

支 3,200 4,127

31,000 28,953

出 16,500 15,384

5,400 5,633

項 9,100 7,935

5,000 7,964

目 102 89

16,000 12,873

9,000 7,284

3,000 2,353

4,000 3,236

― 385

小　　計 61,637 58,321

100,058 96,325

0 5,819

その他の収入

事業収入

設備機器利用料収入

雑収入等

小　　計

        　   　第7章　2020年度 予算決算書　 　（単位　　千円）

　　内　訳

指定管理料

人件費

事業費

管理運営費

小　計

施設管理者保険料

光熱水費

電気

　　　　当期収支差額

　　　　支出合計

ガス

上下水道

経営安定積立資産取得及び
一般会計繰入

寄付金収入

　　　　　収入合計

館長、副館長、職員（4人）、
非常勤職員（3人）　　計9人

留学生・市民交流事業費

管理運営費

運営費（事務費）

公租公課費

委託費

設備管理/点検

警備

清掃

修繕費
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第 8 章 留学生統計     

 

1994 年 5 月の会館創立以来 26 年間に、多くの国・地域の留学生が入居しました。その数は 2020

年度末で 87 か国・地域の 2,003 人に上ります。学生たちは現在、日本国内で、世界各地で、学問、

芸術、政治、経済、行政、司法等あらゆる分野で活躍しています。 

 

 

学生会館 OBOG の出身国・地域別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の状況 
 

留学生数の推移（独立行政法人日本学生支援機構資料による） 

 

   

    

 

出身国・地域別留学生数 

 

 

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 

267,042 人 298,980 人 312,214 人 279,597 人 

 
国・地域 

留学生数 

（ ）内は 2019 年度 

構成比 

( ）内は 2019 年度 

1  中国 121,845 人(124,436 人） 43.6%（39,9%） 

2 ベトナム 62,233 人（73,389 人） 22.3%（23,5%） 

3  ネパール 24,002 人（26,308 人） 8.6% （8,4%） 

4  韓国 15,785 人 (18,338 人） 5.6% （5,9%） 

5  台湾 7,088 人 （9,584 人） 2.5% （3,1%） 

※国の統計には、2011 年度から日本語教育 

機関に在籍する留学生数も含まれるように 

なりました。2020 年の達成を目指した「留学生

30 万人計画」は、1 年前倒しで達成されていま

す。 

 

 

 

2021 年 3 月 31 日現在 

※2011 年度から国の統計には、

日本語教育機関に在籍する留

学生数も含まれるようになり

ました。 

※2020 年を目途に 30 万人の留

学生受け入れを目指した「留

学生 30 万人計画」は、1 年前

倒しで達成されています。 

 

 

 

2020 年 5 月 1 日現在 
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